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Ⅰ 調査の概要 

 １ 調査の目的 
  小川町では、都市基盤や生活環境、保健・医療・福祉、生涯学習、産業振興など、あらゆる分
野を視野に入れた計画である、「みんなが快適にくらせるまち」を将来像に掲げた小川町第３次総

合振興計画（平成８年３月）を基本としてまちづくりを進めてきた。 
この計画の目標が平成 17 年度のため、18 年度を初年度とする新しい総合振興計画の策定を行
うこととなり、計画策定の基礎資料とするため、行政評価の設問項目を含めて住民意識調査を行

ったものである。 
 
 ２ 調査の方法 

ア 調査地域  小川町全域 
イ 調査対象  町内に在住の 18歳以上の男女 
ウ 対象者数  1,000人 
エ 抽出方法  住民基本台帳より無作為抽出 
エ 調査方法  郵送配布・郵送回収 
オ 調査期間  平成 17年 3月 

 
 ３ 回収結果 

ア 対象者数  1,000人 
イ 有効回収数  540人 
ウ 有効回収率  54.0％ 

 
 ４ 集計にあたって 

ア 各設問はすべてクロス集計を行った。 
イ 回答率は、その設問に回答すべき人数（回答者総数）を分母とした百分率（％）で表し、小

数点以下第 2位を四捨五入し、小数点第 1位まで表示している。 
ウ 設問によっては、一人の回答者が一つだけ回答する場合（単数回答）でも、回答率の合計が

100％にならないものもある。 
エ 一人の回答者が 2 以上の回答をしてもよい場合（複数回答）では、回答率の合計は 100％を
超えることもある。 
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Ⅱ 調査結果 

 １ 住みごこちについて 
  （１）住みよさ 

 
問１ あなたは、小川町を住みよい町だと感じますか。次の中から１つ選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 小川町の住みよさについては、「住みよい」が 14.6％、「まあまあ住みよい」が 32.6％、あわせて 47.2％
が“住みよい”としている。一方、「住みにくい」が 7.8％、「やや住みにくい」が 17.8％で、あわせて
25.6％が“住みにくい”としている。 
 前回調査に比べて“住みよい”はほぼ同じであるが、“住みにくい”は 6ポイント増加した。 
 性別でみると、男性のほうが“住みよい”とする割合が多くなっている。 
 年齢別では、高齢になるほど、“住みよい”とする割合が多くなる傾向にある。 
 地区別に見ると、大河地区と小川地区で“住みよい”とする割合が比較的多く、八和田地区と竹沢地

区で“住みよい”とする割合が比較的少ない。 
 

14.6

14.3

32.6

33.1

27.0

31.7

17.8

14.8

4.8

7.8 0.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成16年度調査（540）

平成11年度調査（526）

住みよい まあまあ住みよい 普通

やや住みにくい 住みにくい 無回答
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15.8

13.5

13.3

11.6

13.2

22.5

22.4

17.7

17.5

12.7

16.5

11.8

22.2

11.2

33.6

32.4

32.4

28.3

36.8

37.5

24.3

38.8

28.3

35.6

32.9

36.4

29.3

33.8

39.8

22.2

30.4

27.3

26.7

28.4

28.3

23.2

24.3

32.4

24.5

33.6

27.7

20.3

27.3

29.3

28.6

22.6

33.3

27.2

15.4

19.2

17.6

21.7

23.2

17.4

12.6

12.2

14.2

13.6

22.8

22.7

19.5

14.3

18.3

16.7

20.8

16.2

10.8

12.2

10.4

9.8

6.8

5.4

5.6

7.5

6.9

6.8

5.6

6.2

2.0

7.2

7.6

5.3

8.3

8.2

7.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】　　　　　

男

女

【年齢別】　　　　

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【居住歴別】　　　

生まれてからずっと

20年以上

10～19年

5～9年

0～4年

【地区別】　　　　

小川地区

大河地区

竹沢地区

八和田地区

住みよい まあまあ住みよい 普通

やや住みにくい 住みにくい 無回答
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  （２）定住意向 

 
問２ あなたは、現在お住まいの場所にこれからも住みたいと思っていますか。次の中から１つ選ん

でください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 定住意向をみると、「ずっと住むつもりである」が 49.4％、「当分の間転居するつもりはない」が 31.1％
で、あわせて 80.5％が“住み続ける”としている。前回調査（平成 11年度、選択肢が一部異なる）で
は“住み続ける”が 84.0％であり、若干減少した。 
 性別では、男性のほうが定住志向が高い。 
 年齢別では、高齢になるほど、定住志向が高い。 
 居住年数別では、居住年数が長いほど、定住志向が高い。 
 地区別では、大河地区と竹沢地区で、比較的定住志向が高い。 
 

49.4 31.1 17.0

2.0 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成16年度調査（540）

ずっと住むつもりである

当分の間転居するつもりはない

そのうち転居したい

近いうちに転居する予定である

無回答
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50.2

48.8

30.0

48.4

56.9

66.7

69.4

58.4

68.4

36.1

48.1

57.0

61.1

43.2

32.8

29.5

43.2

45.0

36.8

27.1

19.8

22.4

25.7

21.5

36.1

43.2

56.1

32.0

31.2

24.1

34.4

15.8

18.1

36.5

15.0

14.7

16.0

12.6

8.2

12.4

9.6

25.9

20.5

22.0

16.9

11.8

13.0

20.0

0.8

3.2

12.2

31.8

14.6

1.9

0.0

3.0

7.3

4.5

1.3

0.6

2.7

0.0

0.0

0.0

0.0

8.3

8.1

2.4

0.0

0.6

0.0

0.0

0.4

0.4

1.7

0.0

0.0

0.9

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】　　　　　

男

女

【年齢別】　　　　

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【居住歴別】　　　

生まれてからずっと

20年以上

10～19年

5～9年

0～4年

【地区別】　　　　

小川地区

大河地区

竹沢地区

八和田地区

ずっと住むつもりである 当分の間転居するつもりはない

そのうち転居したい 近いうちに転居する予定である

無回答
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  （３）住み続けたい理由 

 
問２－(1) １または２とお答えの方 

  その理由は何ですか。次の中から１つ選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 住み続けたい理由は、「自分の家や土地があるから」が 48.5％、「自然環境がよいから」が 20.9％、「住
みなれて愛着があるから」が 11.5％である。 
 前回調査と比較すると、「自分の家や土地があるから」が増加し、「住みなれて愛着があるから」が減

少している。 
 性別にみると、「自分の家や土地があるから」は女性のほうが多く、「自然環境がよいから」は男性の

ほうが多くなっている。 
 

20.9

3.2

0.2

0.9

2.1

4.8

1.1

11.5

0.2

48.5

0.2

1.4

4.8

20.6

4.0

0.4

1.6

3.8

1.8

15.7

0.2

45.0

0.4

1.8

4.7

0 10 20 30 40 50 60

自然環境がよいから

生活環境がよいから

教育環境がよいから

福祉・医療施設が充実しているから

交通の便がよいから

通勤や仕事の関係で

人間関係がよいから

住みなれて愛着があるから

商売や事業に有利だから

自分の家や土地があるから

まちの雰囲気が好きだから

その他

無回答

平成16年度調査（435） 平成11年度調査（447）
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27.6

3.8

0.5

1.0

1.0

3.8

0.5

13.3

42.9

1.4

4.3

14.5

2.7

0.9

3.2

5.9

1.8

10.0

0.5

0.5

1.4

5.0

0.0

0.0
53.6

0.0

0 10 20 30 40 50 60

自然環境がよいから

生活環境がよいから

教育環境がよいから

福祉・医療施設が充実しているから

交通の便がよいから

通勤や仕事の関係で

人間関係がよいから

住みなれて愛着があるから

商売や事業に有利だから

自分の家や土地があるから

まちの雰囲気が好きだから

その他

無回答

男 女
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  （４）転居したい理由 

 
問２－(2) ３または４とお答えの方 

その理由は何ですか。次の中から１つ選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 転居したい理由は、「交通の便がよくないから」が 35.9％、「生活環境がよくないから」と「通勤や仕
事の関係で」がともに 14.6％である。 
 前回調査と比較すると、「通勤や仕事の関係で」が多くなっている。 

1.9

14.6

1.9

35.9

14.6

1.9

2.9

8.7

7.8

8.7

1.0

6.9

13.7

0.0

37.3

8.8

10.8

2.9

6.9

2.9

8.8

1.0

0 10 20 30 40

自然環境がよくないから

生活環境がよくないから

教育環境がよくないから

交通の便がよくないから

通勤や仕事の関係で

人間関係がよくないから

商売や事業に不利だから

自分の家や土地ではないから

まちの雰囲気が嫌いだから

その他

無回答

平成16年度調査（103） 平成11年度調査（102）
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  （５）町への愛着 

 
問３ あなたは、小川町に愛着を感じていますか。次の中から１つ選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 町への愛着については、「非常に感じている」が 18.7％、「どちらかといえば感じている」が 50.6％で
あり、あわせて 69.3％が“愛着を感じている”。 
 前回調査と比較すると、“愛着を感じている”が 74.9％から 5.6ポイント減少した。 
 性別では、男性のほうが愛着を感じている。 
 年齢別では、高齢になるほど、愛着を感じる割合が高くなる傾向にある。 
 居住年数別では、居住年数が長くなるほど、愛着を感じる割合が高くなる傾向にある。 
 地区別では、小川地区と大河地区で比較的愛着を感じる割合が高い。 
 

18.7

20.0

50.6

54.9

17.0

12.5

3.4

4.1

8.7

7.0 2.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成16年度調査（540）

平成11年度調査（526）

非常に感じている
どちらかといえば感じている
どちらかといえば感じていない
全く感じていない
わからない
無回答
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18.6

18.5

11.7

11.6

16.0

25.2

34.7

28.3

23.2

11.4

20.8

24.7

20.4

11.2

53.4

48.4

50.0

45.0

55.8

56.3

46.8

40.8

50.4

54.8

50.6

47.7

41.5

52.8

48.4

48.1

50.4

14.2

19.2

16.2

20.0

20.0

13.9

18.9

12.2

10.6

11.9

22.8

22.7

26.8

14.3

14.0

14.8

24.8

10.0

12.2

8.2

14.6

9.6

17.6

6.8

9.8

4.0

3.7

4.3

3.5

7.3

4.5

5.7

2.8

2.7

2.0

1.8

4.9

3.2

4.1

3.9

4.3

7.9

9.6

13.3

9.5

8.3

6.3

4.1

7.1

6.2

18.2

7.4

8.6

13.0

0.4

1.6

0.0

0.0

0.0

0.7

0.9

6.1

0.9

1.1

1.3

0.0

0.0

1.3

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】　　　　　

男

女

【年齢別】　　　　

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【居住歴別】　　　

生まれてからずっと

20年以上

10～19年

5～9年

0～4年

【地区別】　　　　

小川地区

大河地区

竹沢地区

八和田地区

非常に感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 全く感じていない

わからない 無回答
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 ２ まちづくり等について 
  （１）自由時間の過ごし方 

 
問４ あなたは、現在、自由になる時間をどのようにして過ごしていますか。 
次の中から３つ以内で選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 自由時間の過ごし方は、「ラジオやテレビ」が 49.1％、「趣味」が 38.7％、「ショッピング」が 27.0％、
「のんびり休養」が 26.7％、「新聞・雑誌など」が 25.2％などである。 
 性別では、男性のほうが多いのは「インターネットなど」、「のんびり休養」、「運動やスポーツなど」、

「地域活動や社会活動」、「ドライブ」などであり、女性のほうが多いのは「ショッピング」や「知人・

友人と過ごす」などである。 
 年齢別では、高齢になるほど多くなる傾向にあるのが「ラジオやテレビ」、「新聞・雑誌など」であり、

若いほど多くなる傾向にあるのが、「ショッピング」などである。 
 
 

平成16年度調査（540）

49.1

25.2

8.9

26.7

15.6

6.3

38.7

8.1

11.9

27.0

20.9

17.0

4.1

0.2

0.4

0 10 20 30 40 50 60

ラジオやテレビ

新聞・雑誌など

インターネットなど

のんびり休養

運動やスポーツなど

地域活動や社会活動

趣味

ドライブ

旅行

ショッピング

家族との団らん

知人・友人と過ごす

その他

わからない

無回答
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47.0

22.9

13.4

30.8

19.8

9.9

40.3

12.3

9.1

17.8

19.8

11.9

5.1

0.0

0.8

51.2

27.4

4.6

23.5

11.7

2.5

36.7

4.6

13.9

35.2

22.4

21.4

3.2

0.4

0.0

0 10 20 30 40 50 60

ラジオやテレビ

新聞・雑誌など

インターネットなど

のんびり休養

運動やスポーツなど

地域活動や社会活動

趣味

ドライブ

旅行

ショッピング

家族との団らん

知人・友人と過ごす

その他

わからない

無回答

男 女
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43.2

13.5

12.2

36.5

5.4

1.4

40.5

10.8

9.5

35.1

17.6

35.1

1.4

0.0

0.0

41.7

15.0

18.3

26.7

16.7

0.0

36.7

10.0

10.0

33.3

30.0

18.3

1.7

0.0

0.0

43.2

22.1

8.4

38.9

17.9

4.2

34.7

5.3

6.3

28.4

33.7

12.6

4.2

1.1

0.0

55.6

29.2

8.3

24.3

16.7

9.0

38.2

9.7

11.8

27.1

21.5

11.1

6.3

0.0

0.0

50.5

30.6

3.6

21.6

19.8

9.0

40.5

9.0

18.9

19.8

9.9

15.3

4.5

0.0

0.9

57.1

38.8

6.1

10.2

12.2

8.2

40.8

2.0

10.2

20.4

16.3

14.3

4.1

0.0

2.0

0 10 20 30 40 50 60

ラジオやテレビ

新聞・雑誌など

インターネットなど

のんびり休養

運動やスポーツなど

地域活動や社会活動

趣味

ドライブ

旅行

ショッピング

家族との団らん

知人・友人と過ごす

その他

わからない

無回答

18～29歳 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳以上
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  （２）地域における子育て支援 

 
問５ 子育てを社会全体で支援することの大切さが指摘されています。あなたは、子育てにおいて、

地域社会における住民同士の助け合いなど、どのような活動があればいいと思いますか。次の中か

ら２つ以内で選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 地域において望まれる子育て支援活動は、「悩みを気軽に相談する活動」が 36.1％、「親同士の仲間づ
くりの活動」が 27.6％、「子どもを預かる活動」が 25.2％などである。 
 性別にみると、男性の第 3 位は「スポーツや勉強を教える活動」、女性の第 2 位、3 位は「子どもを
預かる活動」と「親同士の仲間づくりの活動」となっている。 
 
 
 

平成16年度調査（540）

36.1

9.6

25.2

10.0

18.1

27.6

15.9

3.0

8.5

5.7

1.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40

悩みを気軽に相談する活動

家事を支援する活動

子どもを預かる活動

子どもと遊んでくれる活動

スポーツや勉強を教える活動

親同士の仲間づくりの活動

情報を簡単に入手できる活動

その他

特にない

わからない

無回答
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38.3

8.3

18.6

12.3

24.1

26.1

16.6

3.2

6.3

6.3

1.6

34.2

10.7

31.3

7.8

12.5

28.8

15.3

2.8

10.7

5.3

1.4

0 10 20 30 40 50

悩みを気軽に相談する活動

家事を支援する活動

子どもを預かる活動

子どもと遊んでくれる活動

スポーツや勉強を教える活動

親同士の仲間づくりの活動

情報を簡単に入手できる活動

その他

特にない

わからない

無回答

男 女
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  （３）地域活動を進める条件 

 
問６ 地域のために奉仕的な活動、ボランティア活動を行うにあたって、実際に活動するために必

要な条件は何でしょうか。次の中から２つ以内で選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 地域活動を進める条件は、「時間や期間に拘束されない」が 42.4％、「一緒に活動する仲間がいる」が
37.0％、「活動場所が近い」が 30.6％である。 
 性別でみると、男性が比較的多いのは、「技術・経験が生かせる」ことであり、女性が比較的多いの

は、「活動場所が近い」ことである。 
 

平成16年度調査（540）

37.0

30.6

42.4

21.7

8.9

13.9

15.4

1.7

2.0

3.7

0.4

0 10 20 30 40 50

一緒に活動する仲間がいる

活動場所が近い

時間や期間に拘束されない

参加を呼びかける世話役がある

軽作業程度の労働である

実費程度の経費の援助がある

技術・経験が生かせる

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答
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39.1

20.6

41.5

23.7

8.7

16.2

19.4

3.2

2.4

3.2

0.4

35.6

39.9

42.7

20.3

8.2

12.1

11.4

0.4

1.8

4.3

0.4

0 10 20 30 40 50

一緒に活動する仲間がいる

活動場所が近い

時間や期間に拘束されない

参加を呼びかける世話役がある

軽作業程度の労働である

実費程度の経費の援助がある

技術・経験が生かせる

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

男 女
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  （４）希望する学習や活動 

 
問７ あなたが、いつでも希望する学習や活動ができるようにするために、町に望むことがありま

すか。次の中から２つ以内で選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 学習や活動ができるようにするためには、「夜間や休日に開催」が 23.1％、「身近なところで活動がで
きる」が 19.1％、「施設の利用時間、手続きを改善」が 14.4％などである。 
 前回調査と比較すると、「施設の整備や図書資料の充実」が大幅に減少しており、図書館整備の効果

と考えられる。 
 性別にみると、男性で比較的多いのは「職業に関する講座や講習会」や「小・中・高校の施設を利用」

などであり、女性で比較的多いのは「施設の利用時間、手続きを改善」や「身近なところで活動ができ

る」などである。 
 
 

2.0

9.3

13.1

8.5

23.1

9.1

9.4

1.3

3.0

13.9

11.9

19.1

14.4

2.8

16.5

2.4

3.4

12.4

11.8

12.7

20.0

14.4

8.2

0.8

3.4

15.2

28.7

19.8

12.9

1.7

10.3

5.3

0 10 20 30 40

高度な内容の講座や講習会

職業に関する講座や講習会

講座や講習会の種類を増やす

家族で参加できる講座や講習会

夜間や休日に開催

小・中・高校の施設を利用

魅力ある講師を呼ぶ

リーダー養成に力を入れる

グループや団体を援助する

情報を気軽に入手できる

施設の整備や図書資料の充実

身近なところで活動ができる

施設の利用時間、手続を改善

その他

特にない

無回答

平成16年度調査（540） 平成11年度調査（526）
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2.4

13.0

13.0

9.5

23.3

10.7

9.9

1.6

2.8

14.6

11.1

17.4

12.6

3.2

14.2

2.8

1.8

6.0

13.5

7.5

23.1

7.5

8.9

1.1

3.2

13.5

12.8

20.3

15.7

2.5

18.9

1.8

0 10 20 30

高度な内容の講座や講習会

職業に関する講座や講習会

講座や講習会の種類を増やす

家族で参加できる講座や講習会

夜間や休日に開催

小・中・高校の施設を利用

魅力ある講師を呼ぶ

リーダー養成に力を入れる

グループや団体を援助する

情報を気軽に入手できる

施設の整備や図書資料の充実

身近なところで活動ができる

施設の利用時間、手続を改善

その他

特にない

無回答

男 女
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  （５）自然環境について 

 
問８ あなたは、小川町の自然環境が守られていると感じていますか。次の中から１つ選んでくだ

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 自然環境が守られているかどうかについては、「守られている」が 16.1％、「守られているが不十分」
が 48.0％、「守られていない」が 20.4％である。 
 前回調査と比較すると、「守られている」は 7.2ポイント増加し、「守られていない」は 8.3ポイント
減少している。 
 性別では、男性のほうが守られているとする割合が多い。 
 年齢別では、高齢になるほど「守られているが不十分」とする割合が高くなる傾向にある。 
 地区別では、八和田地区で「守られている」とする割合が比較的高くなっている。 
 

16.1

8.9

48.0

46.2

20.4

28.7

1.1

0.9

13.1

12.4

2.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成16年度調査（540）

平成11年度調査（526）

守られている 守られているが不十分
守られていない その他
わからない 無回答
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16.6

16.0

21.7

23.2

11.8

15.3

10.2

14.2

16.9

14.6

15.6

15.1

11.1

22.4

51.0

44.8

41.9

31.7

43.2

50.7

55.0

59.2

50.4

50.3

44.9

50.0

36.6

45.9

49.5

57.4

44.8

21.7

19.6

23.0

30.0

17.9

22.2

16.2

16.3

21.2

22.0

21.5

15.9

12.2

20.8

22.6

24.1

15.2

14.9

15.2

22.0

15.2

17.6

13.6

29.3

1.6

0.0

1.1

0.9

0.0

0.0

1.3

0.0

2.7

0.7

0.9

2.0

0.0

0.0

2.7

1.1

0.8 7.9

17.4

15.0

14.7

11.8

11.7

10.2

10.6

9.6

18.2

14.7

9.7

7.4

1.1

2.0

0.0

1.7

1.1

2.8

0.9

2.0

0.9

1.1

2.5

2.3

0.0

2.2

2.2

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性別】　　　　　

男

女

【年齢別】　　　　

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【居住歴別】　　　

生まれてからずっと

20年以上

10～19年

5～9年

0～4年

【地区別】　　　　

小川地区

大河地区

竹沢地区

八和田地区

守られている 守られているが不十分

守られていない その他

わからない 無回答
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  （６）町のよさ、美しさをこわしているもの 

 
問９ 町のよさ、美しさをこわしていると思うものはありますか。この中ではどうでしょうか。次

の中から３つ以内で選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 町のよさ、美しさを壊しているものは、「投げ捨てられたごみ」が 49.8％、「汚れた溝や河川」が 49.3％
となっている。 
 前回調査と比較すると、「街路樹や歩道のない通り」、「投げ捨てられたごみ」、「雑草の生い茂った空

き地」などで割合が減少し、「汚れた溝や河川」などで割合が増加している。 
 性別では、男性で「汚れた溝や河川」が比較的多くなっている。 
 

37.8

23.9

49.3

49.8

7.4

15.6

30.9

5.0

4.1

6.5

2.6

1.9

35.6

38.0

46.4

7.4

17.3

40.1

7.4

9.1

7.6

3.4

1.9

58.4

0 20 40 60

雑然とした個性のないまちなみ

街路樹や歩道のない通り

汚れた溝や河川

投げ捨てられたごみ

看板やポスターの目立つ通り

手入れのされていない山や山道

雑草の生い茂った空き地

農地や山林の中にある野立看板

景観上好ましくない建造物

その他

特にない

無回答

平成16年度調査（540） 平成11年度調査（526）
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34.8

24.9

57.3

48.6

9.5

16.6

31.6

5.5

5.5

8.7

1.2

1.2

39.9

23.1

41.6

5.7

13.9

30.2

4.6

2.8

4.6

3.9

2.5

51.2

0 20 40 60

雑然とした個性のないまちなみ

街路樹や歩道のない通り

汚れた溝や河川

投げ捨てられたごみ

看板やポスターの目立つ通り

手入れのされていない山や山道

雑草の生い茂った空き地

農地や山林の中にある野立看板

景観上好ましくない建造物

その他

特にない

無回答

男 女
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  （７）将来の町の発展 

 
問10 将来の小川町は、どのように発展していくのが望ましいと思いますか。次の中から２つ以内

で選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 将来の町の発展は、「伝統文化、和紙のまちづくり」が 38.5％、「大型店など商業地域」が 35.9％、「自
然環境や緑を保全する」が 35.0％などである。 
 前回調査と比較すると、「自然環境や緑を保全する」が大幅に減少している。 
 性別では、「伝統文化、和紙のまちづくり」は、女性のほうが多くなっている。 
 

35.0

26.3

38.5

24.6

35.9

9.8

4.4

0.7

55.5

29.7

28.9

29.5

15.0

2.9

2.5

22.1

0 20 40 60

自然環境や緑を保全する

観光地として自然や史跡を活用

伝統文化、和紙のまちづくり

工業団地など工業地域

大型店など商業地域

住宅地域

その他

無回答

平成16年度調査（540） 平成11年度調査（526）
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37.5

28.1

33.6

26.9

36.4

7.9

6.3

0.4

32.4

25.3

43.1

35.6

11.7

2.8

1.1

22.1

0 20 40 60

自然環境や緑を保全する

観光地として自然や史跡を活用

伝統文化、和紙のまちづくり

工業団地など工業地域

大型店など商業地域

住宅地域

その他

無回答

男 女
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  （８）農地・山林の所有状況 

 
問11 あなたの家の農地・山林の所有状況について伺います。次の中から１つ選んでください。 

（本人または同居する家族が持っている場合を指します。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 農地・山林の所有状況は、「農地と山林を持っている」が 12.4％、「農地を持っている」が 11.5％、「山
林を持っている」が 2.4％である。 
 

12.4

11.4

11.5

8.9

2.3

2.4

68.9

74.5

2.9

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成16年度調査（540）

平成11年度調査（526）

農地と山林を持っている

農地を持っている

山林を持っている

どちらも持っていない

無回答
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  （９）農・林業を続けていくことについて 

 
問 11-1 問 11で１～３を選んだ方に伺います。あなたは、農業や林業を続けていくことについて

どのように考えていますか。次の中から１つ選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 農林業を続けていくことについて、「今後も意欲をもって続ける」が 9.2％、「できるなら続ける」が
37.3％であり、“続ける”は 46.5％となっている。また、「後継者がいないのでやめる」は、前回調査の
7.2％から 14.1％へとほぼ倍増している。 
 

37.3

42.4

8.0

9.2

5.6

5.6

14.1

7.2

4.8

9.2

9.9

22.4

6.4

11.3

3.2

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成16年度調査（142）

平成11年度調査（125）

今後も意欲をもって続ける
できるなら続ける
後継者がいないので委託
後継者がいないのでやめる
規模が小さく続けるのが難しい
収入が少なく続けるのが難しい
その他
無回答
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  （10）農林業の振興方策 

 
問11-2 すべての方に伺います。農林業の振興方策としては、どのようなことが必要だとお考えに

なりますか。あなたが、必要だと思うものを農業振興と林業振興についてそれぞれ１つずつ選ん

でください。 

①農業振興について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②林業振興について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 農業の振興については、「野菜の振興」が 19.6％、「作業受託組織の育成」が 18.7％、「農業生産基盤
整備」が 16.1％となっている。 
 
 林業振興については、「森林の保全」が 33.1％、「特産物の生産」が 20.9％、「作業受託組織の育成」
が 13.7％となっている。 
 

16.1

6.7

14.4 18.7

4.3

19.6

7.8

12.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成16年度調査（540）

経営の規模拡大

農業生産基盤整備

農村環境基盤整備
作業受託組織の育成

稲作の振興

野菜の振興

その他
無回答

13.7

2.6

33.1

11.3

20.9

4.8

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成16年度調査（540）

経営規模拡大

作業受託組織の育成

森林の保全

担い手の育成

特産物の生産

その他

無回答
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  （11）工場の誘致について 

 
問12 今後、工場の誘致を進めていくことについてどのようにお考えですか。次の中から１つ選ん

でください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 工場の誘致については、「新たな工場を誘致」が 41.1％、「工場誘致は行わない」が 20.7％、「地元工
場のための団地建設」が 13.0％などとなっています。 
 
 

20.7

23.8

41.1

34.8

13.0

15.0

1.7

2.6

20.6

19.8

4.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成16年度調査（540）

平成11年度調査（526）

新たな工場を誘致

工場誘致は行わない

地元工場のための団地建設

その他

わからない

無回答
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44.8

20.4

17.2

28.1

49.4

2.0

3.3

0.6

47.7

35.6

39.2

1.3

8.0

4.2

41.6

0 20 40 60

中心商店街を再整備する

商店街や商工団体の経営努力

駐車場を整備

大型店を誘致

２５４号バイパス沿いの活用

その他

特にない

無回答

平成16年度調査（540） 平成11年度調査（526）

  （12）商業振興策として望むこと 

 
問13  商業振興策としてあなたが望むことは次のうちどれですか。次の中から２つ以内で選んでく

ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          ※「254号バイパス沿いの活用」は、今回の調査から加わったもの。 
 
 
 商業振興策としては、「254号バイパス沿いの活用」が 49.4％、「中心商店街を再整備する」が 44.8％、
「大型店を誘致」が 28.1％などとなっています。 
 前回調査と比較すると、今回、新たに加わった選択肢により、他の項目はすべて減少した。特に、「駐

車場を整備」と「商店街や商工団体の経営努力」の割合が大きく減少している。 
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  （13）力を入れるべき観光施策 

 
問14 観光振興策として、町はどのようなことに特に力をいれたらよいと思いますか。次の中から

２つ以内で選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 力を入れるべき観光施策は、「交通網の整備」が 32.2％、「自然に親しむための施設の整備」が 31.9％、
「和紙のふるさとのイメージ」が 20.9％などとなっている。 
 前回調査と比較すると、今回の調査の上位 3項目（前回も上位 3項目に変動はない）は、いずれも割
合を減少させている。 
 
 

32.2

15.4

20.2

5.9

12.2

31.9

6.7

17.0

10.9

20.9

3.7

3.0

0.7

39.9

12.0

20.0

40.9

4.4

14.6

8.7

25.7

2.1

3.8

2.3

3.2

0 20 40 60

交通網の整備

観光ルートの整備

広域観光ルートの整備

観光宣伝の充実

受け入れ施設の整備

自然に親しむための施設の整備

旅館などの宿泊施設の整備

未利用資源の観光的利用の促進

地域産業の観光的活用の促進

「和紙のふるさと」イメージ

その他

わからない

無回答

平成16年度調査（540） 平成11年度調査（526）
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  （14）改善してほしい住民サービス 

 
問15  あなたが今後、住民サービスなどで改めてほしいものには、どういうものがありますか。次

の中から３つ以内で選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 改善してほしい住民サービスは、「町民の意見をとりあげる」が 36.3％、「届出や申請手続きを簡素化
する」が 32.8％、「職員は幅広い見識を身につける」が 28.1％となっている。 
 
 

平成16年度調査（540）

17.6

15.2

32.8

12.8

25.9

36.3

26.3

14.4

28.1

9.6

2.6

0 20 40

窓口の応対を改める

事務処理を迅速にする

届出や申請手続きを簡素化する

「たらいまわし」をなくす

担当課・係をわかりやすくする

町民の意見をとりあげる

行政情報を公開する

町民が参加できるようにする

職員は幅広い見識を身につける

その他

無回答
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  （15）行財政改革について 

 
問16 町が今後、行財政の改革を進めるにあたり、取り組んでもらいたいことは、どのようなこと

ですか。次の中から１つ選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 行財政改革については、「施設を効率的に利用する」が 22.4％、「職員の数を減らす」が 21.9％、「職
員の給与を適正にする」が 18.1％となっている。 

16.322.4

3.0

21.9 18.1 11.3

3.9 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成16年度調査（540）

施設を効率的に利用する

公費の支出を適正にする

受益者負担の原則を徹底する
職員の数を減らす

職員の給与を適正にする

行政組織をスリムにする

その他
無回答
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  （16）市町村合併について 

 
問17 あなたは、小川町の合併についてどのようにお考えですか。次の中から１つ選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 市町村合併については、「必要と思う」が 30.9％、「（合併も）やむを得ない」が 15.0％、「必要だが現
時点ではわからない」が 19.6％となっている。 

15.030.9 19.6 13.1

9.3

9.6

2.2 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成16年度調査（540）

必要と思う

やむを得ない

必要だが現時点ではわからない
どちらかといえば合併しない

単独で歩むべき

わからない

その他
無回答
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３ 施策評価 
 
 平成 14年度に行った「行政評価」のための調査と同様の内容により実施した。 
 
（１）豊かな緑と清流にいだかれたまち 

①土地利用の推進 

満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      重要度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜意見等＞ 
・ 人口、車輌の出入が低い場所が整備されているが、道路が活用されていない。税金のむだ使いである。 

・ 小川高校の側の空地等駅周辺にありながら何ら変ることなく 10 数年を経過しており、もったいない。ゴルフ場

のあと地もその行き先不明のまま。ひばりが丘住宅地もこれからどういった方向に行くのやら、たぶん問題が

余りにも多い状況で先行きが見えない。 

・ 有効に利用されていない土地、廃屋など見られ防犯上でも好ましくないと思う 

・ 駅前商店街など閉めている店や空地が目立ち淋しいです。駐車場がない為路上駐車も多く通行しづらいし、

活気がない。 

・ 国土利用計画の推進、市街化区域や用途地域の決定、秩序あるまちづくりのための都市計画方針の策定な

ど、みんなが快適にくらせるまち目指して、規則誘導等により、適正な土地利用の推進に取組んでほしい。 

 

 土地利用の推進については、「満足」

が 2.8％、「やや満足」が 10.4％、「どち
らともいえない」が 54.1％、「やや不満」
が 21.3％、「不満」が 8.1％である。 
 「満足」と「やや満足」をあわせた“満

足”は 13.2％であり、「やや不満」と「不
満」をあわせた“不満”は 29.4％であ
る。“不満”とする割合が 16.2％多くな
っている。 
 
 また、重要度については、「重要」が

33.7％、「まあ重要」が 35.2％、「どち
らともいえない」が 21.1％、「あまり重
要ではない」が 3.1％、「重要ではない」
が 1.1％である。 
 「重要」と「まあ重要」をあわせた“重

要”は 68.9％であり、「あまり重要では
ない」と「重要ではない」をあわせた“重

要ではない”は 4.2％である。“重要”
とする割合が 64.7％多くなっている。 
 
 

33.7

45.9

35.2

31.2

21.1

14.5

3.1

3.1

0.7

1.1

4.7

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

重要 まあ重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答

10.4

12.9

54.1

45.2

2.8

4.0

21.3

22.7

8.1

12.5

3.3

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

満足 やや満足 どちらともいえない

やや不満 不満 無回答
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  満足度      重要度       

 土地利用 満足 やや満

足 

どちら

ともい

えない 

やや不

満 

不満 無回答 重要 まあ重

要 

どちら

ともい

えない 

あまり

重要で

はない 

重要で

はない 

無回答 回答者

総数 

 回答者総数（全体）   2.8  10.4  54.1  21.3   8.1   3.3  33.7  35.2  21.1   3.1   1.1   5.7 540 

性 男   3.6   9.9  51.0  24.9   9.1   1.6  35.2  39.1  17.8   3.6   0.8   3.6 253 

別 女   2.1  11.0  56.9  18.1   6.8   5.0  32.7  31.3  24.2   2.8   1.4   7.5 281 

 無回答   0.0   0.0  50.0  16.7  33.3   0.0  16.7  50.0  16.7   0.0   0.0  16.7 6 

年 20歳代   0.0  14.9  45.9  28.4   9.5   1.4  39.2  40.5  16.2   2.7   0.0   1.4 74 

齢 30歳代   3.3  11.7  56.7  21.7   5.0   1.7  35.0  40.0  20.0   1.7   1.7   1.7 60 

別 40歳代   3.2   7.4  49.5  27.4   8.4   4.2  35.8  34.7  21.1   3.2   2.1   3.2 95 

 50歳代   2.1   6.3  63.2  17.4   9.0   2.1  33.3  33.3  23.6   2.8   1.4   5.6 144 

 60歳代   1.8  15.3  50.5  19.8   8.1   4.5  33.3  33.3  18.0   4.5   0.9   9.9 111 

 70歳以上  10.2  10.2  55.1  14.3   4.1   6.1  24.5  30.6  30.6   4.1   0.0  10.2 49 

 無回答   0.0   0.0  42.9  14.3  28.6  14.3  14.3  42.9  14.3   0.0   0.0  28.6 7 

職 農林業  10.0  30.0  20.0  10.0  15.0  15.0  35.0  30.0  15.0   0.0   0.0  20.0 20 

業 商業   0.0  20.0  46.7  33.3   0.0   0.0  40.0  26.7  33.3   0.0   0.0   0.0 15 

別 工業   0.0  16.7  58.3  16.7   8.3   0.0  33.3  16.7  33.3   8.3   0.0   8.3 12 

 勤め（町内）   1.4   4.1  64.9  20.3   6.8   2.7  35.1  36.5  24.3   0.0   1.4   2.7 74 

 勤め（町外）   1.5   7.6  54.5  25.8   9.1   1.5  34.3  39.4  19.7   3.0   1.5   2.0 198 

 自由業   0.0  10.0  53.3  20.0  13.3   3.3  30.0  33.3  23.3  10.0   0.0   3.3 30 

 その他   4.7  13.4  54.1  18.6   5.2   4.1  34.3  32.6  20.9   2.9   0.6   8.7 172 

 無回答   5.3   5.3  47.4  10.5  21.1  10.5  15.8  36.8  10.5  10.5   5.3  21.1 19 

地 小川地区   2.6  12.6  51.5  24.7   5.6   3.0  32.0  37.7  19.9   3.5   1.3   5.6 231 

区 大河地区   4.3  11.8  60.2  16.1   4.3   3.2  28.0  32.3  29.0   5.4   1.1   4.3 93 

別 竹沢地区   3.7   5.6  55.6  16.7  13.0   5.6  38.9  20.4  25.9   5.6   0.0   9.3 54 

 八和田地区   1.6   9.6  53.6  20.8  11.2   3.2  37.6  40.0  16.8   0.8   0.0   4.8 125 

 無回答   2.7   2.7  54.1  21.6  16.2   2.7  37.8  32.4  16.2   0.0   5.4   8.1 37 
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②自然環境の保全 

                     満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     重要度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜意見等＞ 
・ 荒れて人が入れない山、河川の汚染。 

・ 特に川が普段ちょろちょろ流れているのに、大雨が降ると一気に増水して恐ろしい、川が真っ直ぐ過ぎて、魚

もみんな流れてしまう。もっと、魚や昆虫や鳥が隠れられる様な川にして欲しい。 

・ 森林や河川の保全が図られているとは思えません。ホタル、魚など生物が少なくなっていると思うから。 

・ 実態把握をおろそかに、住民にまるなげの感がある行政での環境づくりが必要。 

・ 河川をうまく利用する。川遊びができるようにする。 

・ 飯田のハゲ山が処置もされず放置されている。ゴルフ場が多すぎる。（農薬を多く使う）笠原の食品工業周

辺の田にそそぐ堀がまだ臭い。 

 

 自然環境の保全については、「満足」

が 4.8％、「やや満足」が 24.1％、「どち
らともいえない」が 41.3％、「やや不満」
が 21.1％、「不満」が 5.2％である。 
 「満足」と「やや満足」をあわせた“満

足”は 28.9％であり、「やや不満」と「不
満」をあわせた“不満”は 26.3％であ
る。“満足”とする割合が 2.6％多くな
っている。 
 
 また、重要度については、「重要」が

39.3％、「まあ重要」が 34.3％、「どち
らともいえない」が 18.3％、「あまり重
要ではない」が 2.8％、「重要ではない」
が 0.2％である。 
 「重要」と「まあ重要」をあわせた“重

要”は 73.6％であり、“重要ではない”
は 3.0％である。“重要”とする割合が
70.6％多くなっている。 

39.3

49.7

34.3

31.0

18.3

14.0

1.8

2.8

0.0

0.2

3.6

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

重要 まあ重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答

24.1

27.4

41.3

38.3

4.8

5.8

21.1

18.7

5.2

7.8

3.5

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

満足 やや満足 どちらともいえない

やや不満 不満 無回答
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  満足度      重要度       

 自然環境 満足 やや満

足 

どちら

ともい

えない 

やや不

満 

不満 無回答 重要 まあ重

要 

どちら

ともい

えない 

あまり

重要で

はない 

重要で

はない 

無回答 回答者

総数 

 回答者総数（全体）   4.8  24.1  41.3  21.1   5.2   3.5  39.3  34.3  18.3   2.8   0.2   5.2 540 

性 男   4.7  24.1  38.7  24.9   6.3   1.2  44.7  34.0  15.8   3.2   0.0   2.4 253 

別 女   5.0  23.8  43.1  18.1   4.3   5.7  34.9  34.9  20.3   2.1   0.4   7.5 281 

 無回答   0.0  33.3  66.7   0.0   0.0   0.0  16.7  16.7  33.3  16.7   0.0  16.7 6 

年 20歳代   5.4  16.2  50.0  23.0   4.1   1.4  37.8  40.5  17.6   2.7   0.0   1.4 74 

齢 30歳代   5.0  25.0  36.7  25.0   6.7   1.7  41.7  38.3  16.7   0.0   1.7   1.7 60 

別 40歳代   3.2  24.2  44.2  18.9   6.3   3.2  44.2  27.4  24.2   1.1   0.0   3.2 95 

 50歳代   5.6  27.1  37.5  21.5   6.9   1.4  41.0  35.4  15.3   4.2   0.0   4.2 144 

 60歳代   4.5  22.5  42.3  22.5   3.6   4.5  38.7  33.3  17.1   1.8   0.0   9.0 111 

 70歳以上   6.1  28.6  34.7  16.3   2.0  12.2  28.6  34.7  20.4   6.1   0.0  10.2 49 

 無回答   0.0  28.6  57.1   0.0   0.0  14.3  14.3  14.3  28.6  14.3   0.0  28.6 7 

職 農林業  15.0  25.0  45.0   5.0   5.0   5.0  45.0  25.0  20.0   0.0   0.0  10.0 20 

業 商業  13.3  26.7  20.0  26.7  13.3   0.0  66.7  20.0   6.7   6.7   0.0   0.0 15 

別 工業   0.0  25.0  58.3  16.7   0.0   0.0  25.0  33.3  33.3   0.0   0.0   8.3 12 

 勤め（町内）   2.7  23.0  44.6  21.6   5.4   2.7  45.9  27.0  21.6   2.7   0.0   2.7 74 

 勤め（町外）   3.0  21.7  41.4  26.8   5.6   1.5  40.4  36.9  18.2   2.0   0.0   2.5 198 

 自由業   3.3  30.0  53.3   6.7   6.7   0.0  26.7  36.7  30.0   6.7   0.0   0.0 30 

 その他   6.4  26.7  38.4  18.6   3.5   6.4  37.2  37.8  14.0   2.9   0.0   8.1 172 

 無回答   5.3  15.8  36.8  21.1  10.5  10.5  21.1  21.1  26.3   5.3   5.3  21.1 19 

地 小川地区   4.8  27.3  39.4  19.9   5.6   3.0  36.4  37.2  19.0   2.2   0.0   5.2 231 

区 大河地区   4.3  24.7  45.2  17.2   4.3   4.3  35.5  39.8  14.0   6.5   0.0   4.3 93 

別 竹沢地区   1.9  13.0  44.4  31.5   3.7   5.6  53.7  24.1  14.8   0.0   0.0   7.4 54 

 八和田地区   7.2  25.6  41.6  20.0   3.2   2.4  44.0  28.8  20.8   2.4   0.0   4.0 125 

 無回答   2.7  13.5  37.8  27.0  13.5   5.4  29.7  35.1  21.6   2.7   2.7   8.1 37 
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③市街地の整備 

                     満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     重要度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜意見等＞ 
・ 街の中心部の商店街は空き店舗や空地などが目立ち、非常にさびれた感じがする。街に元気を取り戻すに

は、商店街を活性化する必要がある。また、電線の地中化などを進め個性的な街並みを作る必要もある。 

・ 歩道整備ができていないと思います。安全に歩ける幅の広い歩道が確保できれば、歩行者も増え、町も活

性化すると思います。 

・ 杉田自転車～農協前間及び役場前を通る杉田自転車～寿司忠間の道幅をＲ254 並みにする。また、Ｒ254

沿いにあっちこっち数台づつ止まれる駐車場が出来ないか？商店街活性化に役立つ。又歩道をつける。 

・ 公共下水道工事、電線地中化工事(共同溝）歩道整備工事、と繰返し同じ場所を何度も掘り返す愚は避ける

べき、1度で済ますこと。 

・ 十分な広さの歩道を整備してほしい。 

・ 電線地中化、山が見えるすばらしい景観の場所がいくつかあるが、せっかくの景色を電柱と電線が台無しに

している。景観と言う無型の商品価値があるものです。 

・ 駅前付近の土地の有効活用がされておらず、閑散としたイメージがある。観光地として宣伝するのであれ

ば、しっかり整備してほしい。 

・ 現在の小川の駅は古くて不便であり小川高校の移転とその後の整備を行う。 

 

 市街地の整備については、「満足」が

3.9％、「やや満足」が 14.4％、「どちら
ともいえない」が 45.7％、「やや不満」
が 22.6％、「不満」が 10.2％である。 
 「満足」と「やや満足」をあわせた“満

足”は 18.3％であり、「やや不満」と「不
満」をあわせた“不満”は 32.8％であ
る。“不満”とする割合が 14.5％多くな
っている。 
 
 また、重要度については、「重要」が

36.3％、「まあ重要」が 31.3％、「どち
らともいえない」が 20.7％、「あまり重
要ではない」が 4.3％、「重要ではない」
が 1.1％である。 
 「重要」と「まあ重要」をあわせた“重

要”は 67.6％であり、「あまり重要では
ない」と「重要ではない」をあわせた“重

要ではない”は 5.4％である。“重要”
とする割合が 62.2％多くなっている。 

36.3

47.7

31.3

30.1

20.7

14.5

3.6

4.3

0.9

1.1

3.3

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

重要 まあ重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答

14.4

15.1

45.7

38.8

3.9

5.3

22.6

24.3

10.2

14.0

3.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

満足 やや満足 どちらともいえない

やや不満 不満 無回答
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  満足度      重要度       

 市街地環境 満足 やや満

足 

どちら

ともい

えない 

やや不

満 

不満 無回答 重要 まあ重

要 

どちら

ともい

えない 

あまり

重要で

はない 

重要で

はない 

無回答 回答者

総数 

回答者総数（全体）   3.9  14.4  45.7  22.6  10.2   3.1  36.3  31.3  20.7   4.3   1.1   6.3 540 

性 男   4.0  12.6  47.0  23.3  11.5   1.6  38.7  33.6  17.4   5.5   0.8   4.0 253 

別 女   3.9  16.4  45.2  21.4   8.5   4.6  34.2  29.2  23.8   3.2   1.4   8.2 281 

 無回答   0.0   0.0  16.7  50.0  33.3   0.0  33.3  33.3  16.7   0.0   0.0  16.7 6 

年 20歳代   2.7  12.2  52.7  23.0   8.1   1.4  32.4  48.6  13.5   2.7   1.4   1.4 74 

齢 30歳代   1.7   8.3  55.0  21.7  11.7   1.7  30.0  43.3  16.7   3.3   3.3   3.3 60 

別 40歳代   2.1  10.5  46.3  25.3  13.7   2.1  36.8  36.8  20.0   4.2   0.0   2.1 95 

 50歳代   4.9  13.9  47.2  23.6   9.0   1.4  34.7  26.4  27.8   4.9   1.4   4.9 144 

 60歳代   6.3  18.9  37.8  19.8  10.8   6.3  43.2  18.9  20.7   4.5   0.9  11.7 111 

 70歳以上   4.1  26.5  38.8  18.4   4.1   8.2  38.8  22.4  18.4   6.1   0.0  14.3 49 

 無回答   0.0   0.0  28.6  42.9  28.6   0.0  28.6  28.6  14.3   0.0   0.0  28.6 7 

職 農林業  15.0  25.0  35.0  15.0   5.0   5.0  45.0  25.0  20.0   0.0   0.0  10.0 20 

業 商業   6.7  13.3  53.3  26.7   0.0   0.0  26.7  26.7  46.7   0.0   0.0   0.0 15 

別 工業   8.3   8.3  66.7   8.3   8.3   0.0  41.7  25.0  25.0   0.0   0.0   8.3 12 

 勤め（町内）   1.4   8.1  54.1  18.9  14.9   2.7  44.6  27.0  23.0   1.4   1.4   2.7 74 

 勤め（町外）   1.5  12.1  46.0  26.8  12.6   1.0  35.4  34.8  20.7   6.1   0.5   2.5 198 

 自由業  10.0  26.7  36.7  10.0  13.3   3.3  30.0  40.0  10.0   6.7   6.7   6.7 30 

 その他   4.7  16.3  44.8  22.7   6.4   5.2  36.6  27.3  20.3   4.7   0.6  10.5 172 

 無回答   5.3  21.1  26.3  26.3  10.5  10.5  15.8  47.4  10.5   0.0   5.3  21.1 19 

地 小川地区   3.5  16.9  45.0  23.4   9.1   2.2  37.7  32.9  20.8   3.0   0.4   5.2 231 

区 大河地区   5.4  15.1  46.2  21.5   8.6   3.2  26.9  36.6  24.7   4.3   1.1   6.5 93 

別 竹沢地区   5.6  11.1  42.6  24.1  11.1   5.6  37.0  25.9  24.1   1.9   1.9   9.3 54 

 八和田地区   4.0  13.6  46.4  22.4  10.4   3.2  40.0  28.8  16.8   8.0   0.8   5.6 125 

 無回答   0.0   5.4  51.4  18.9  18.9   5.4  37.8  24.3  18.9   2.7   5.4  10.8 37 
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④集落の整備 

                     満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     重要度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜意見等＞ 
・ 小川町駅周辺は様々な商店や病院、図書館等、生活する上で必要な施設等がそろっているが、中心地を少

し離れるとほとんどの施設は皆無だ。中心地の再開発もいいが、それ以外の地域への開発をお願いした

い。 

・ 集落道について、普通車が入る道幅がない。排水処理等設備がない。（50 年以上不便をしている。） 

・ 進めている努力が見えない。 

・ 集落地での道路整備が不十分（ジャリ道等） 

・ 未利用農地の利用のしかた。四季折々に、お花を植える。 

・ 企業の言いなりで下水道や集落排水を推進したことにより町の負担が多くなっている。個人宅では合併浄化

槽で十分。 

・ 良好な環境整備を積極的に実施している兆候は見当たりません。ただ、巡回しているためでは駄目。 

 

 集落の整備については、「満足」が

3.0％、「やや満足」が 16.3％、「どちら
ともいえない」が 52.0％、「やや不満」
が 17.0％、「不満」が 7.6％である。 
 「満足」と「やや満足」をあわせた“満

足”は 19.3％であり、「やや不満」と「不
満」をあわせた“不満”は 24.6％であ
る。“不満”とする割合が 5.3％多くな
っている。 
 
 また、重要度については、「重要」が

23.3％、「まあ重要」が 34.8％、「どち
らともいえない」が 29.4％、「あまり重
要ではない」が 4.1％、「重要ではない」
が 1.1％である。 
 「重要」と「まあ重要」をあわせた“重

要”は 58.1％であり、「あまり重要では
ない」と「重要ではない」をあわせた“重

要ではない”は 5.2％である。“重要”
とする割合が 52.9％多くなっている。 
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16年度調査

14年度調査

重要 まあ重要 どちらともいえない
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14年度調査

満足 やや満足 どちらともいえない

やや不満 不満 無回答



 42 

 
  満足度      重要度       

 集落環境 満足 やや満

足 

どちら

ともい

えない 

やや不

満 

不満 無回答 重要 まあ重

要 

どちら

ともい

えない 

あまり

重要で

はない 

重要で

はない 

無回答 回答者

総数 

回答者総数（全体）   3.0  16.3  52.0  17.0   7.6   4.1  23.3  34.8  29.4   4.1   1.1   7.2 540 

性 男   2.4  16.6  49.4  18.6  10.7   2.4  24.5  39.1  27.3   4.3   0.4   4.3 253 

別 女   3.6  16.0  53.7  16.0   5.0   5.7  22.4  31.3  31.3   3.6   1.8   9.6 281 

 無回答   0.0  16.7  83.3   0.0   0.0   0.0  16.7  16.7  33.3  16.7   0.0  16.7 6 

年 20歳代   1.4  18.9  48.6  24.3   5.4   1.4  27.0  45.9  20.3   4.1   1.4   1.4 74 

齢 30歳代   1.7  18.3  53.3  11.7  13.3   1.7  20.0  48.3  23.3   1.7   3.3   3.3 60 

別 40歳代   2.1   8.4  56.8  21.1   7.4   4.2  18.9  34.7  33.7   6.3   1.1   5.3 95 

 50歳代   2.8  14.6  56.9  15.3   7.6   2.8  23.6  29.9  36.8   2.8   0.7   6.3 144 

 60歳代   5.4  16.2  49.5  14.4   7.2   7.2  27.0  27.0  26.1   5.4   0.9  13.5 111 

 70歳以上   4.1  30.6  32.7  18.4   6.1   8.2  22.4  36.7  28.6   2.0   0.0  10.2 49 

 無回答   0.0  14.3  85.7   0.0   0.0   0.0  14.3  14.3  28.6  14.3   0.0  28.6 7 

職 農林業  10.0  15.0  30.0  30.0   5.0  10.0  30.0  40.0  15.0   0.0   0.0  15.0 20 

業 商業   0.0  20.0  66.7  13.3   0.0   0.0  13.3  40.0  33.3   0.0   6.7   6.7 15 

別 工業   0.0   8.3  58.3  16.7  16.7   0.0  33.3  25.0  16.7   8.3   0.0  16.7 12 

 勤め（町内）   0.0  16.2  51.4  16.2  10.8   5.4  21.6  39.2  29.7   1.4   1.4   6.8 74 

 勤め（町外）   0.5  14.1  56.6  20.7   7.1   1.0  22.7  37.9  31.8   4.5   0.5   2.5 198 

 自由業   3.3  20.0  50.0  13.3   6.7   6.7  16.7  23.3  43.3   6.7   0.0  10.0 30 

 その他   5.8  18.0  48.8  14.0   7.6   5.8  26.2  32.0  26.7   4.7   1.2   9.3 172 

 無回答  10.5  21.1  47.4   5.3   5.3  10.5  15.8  26.3  26.3   5.3   5.3  21.1 19 

地 小川地区   1.7  18.2  52.4  17.3   6.5   3.9  22.1  35.5  29.0   4.8   0.9   7.8 231 

区 大河地区   4.3  10.8  55.9  16.1   7.5   5.4  22.6  29.0  32.3   7.5   2.2   6.5 93 

別 竹沢地区   1.9  11.1  51.9  20.4   9.3   5.6  20.4  48.1  20.4   0.0   0.0  11.1 54 

 八和田地区   4.0  22.4  48.0  15.2   8.0   2.4  27.2  34.4  31.2   2.4   0.0   4.8 125 

 無回答   5.4   5.4  54.1  18.9  10.8   5.4  24.3  27.0  32.4   2.7   5.4   8.1 37 
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⑤住宅の整備 

                     満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     重要度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜意見等＞ 
・ 町営住宅の整備等で、必要以上の予算をかける必要はないと思う。 

・ 町営住宅の数をふやしていただきたい。高齢になって収入もなく（仕事も）、少しの年金では少しでも安い町

営住宅を希望したい。 

・ 町営住宅関係に金を使わないで、他の事で有効に使用してほしい。 

・ 高価な住宅より安価な物を複数作るほうがよい。 

 
 

 住宅の整備については、「満足」が

5.7％、「やや満足」が 19.8％、「どちら
ともいえない」が 54.8％、「やや不満」
が 12.0％、「不満」が 3.9％である。 
 「満足」と「やや満足」をあわせた“満

足”は 25.5％であり、「やや不満」と「不
満」をあわせた“不満”は 15.9％であ
る。“満足”とする割合が 9.6％多くな
っている。 
 
 また、重要度については、「重要」が

26.3％、「まあ重要」が 29.6％、「どち
らともいえない」が 29.3％、「あまり重
要ではない」が 6.5％、「重要ではない」
が 3.0％である。 
 「重要」と「まあ重要」をあわせた“重

要”は 55.9％であり、「あまり重要では
ない」と「重要ではない」をあわせた“重

要ではない”は 9.5％である。“重要”
とする割合が 46.4％多くなっている。 
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16年度調査

14年度調査

重要 まあ重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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14年度調査

満足 やや満足 どちらともいえない

やや不満 不満 無回答
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  満足度      重要度       

 住宅 満足 やや満

足 

どちら

ともい

えない 

やや不

満 

不満 無回答 重要 まあ重

要 

どちら

ともい

えない 

あまり

重要で

はない 

重要で

はない 

無回答 回答者

総数 

回答者総数（全体）   5.7  19.8  54.8  12.0   3.9   3.7  26.3  29.6  29.3   6.5   3.0   5.4 540 

性 男   6.3  18.2  54.2  13.4   4.7   3.2  22.5  33.6  29.6   7.5   3.2   3.6 253 

別 女   5.3  21.4  55.2  10.7   3.2   4.3  29.9  26.0  29.2   5.3   2.8   6.8 281 

 無回答   0.0  16.7  66.7  16.7   0.0   0.0  16.7  33.3  16.7  16.7   0.0  16.7 6 

年 20歳代   8.1  13.5  63.5  12.2   1.4   1.4  35.1  32.4  27.0   2.7   1.4   1.4 74 

齢 30歳代   0.0  16.7  71.7   8.3   3.3   0.0  26.7  31.7  35.0   3.3   3.3   0.0 60 

別 40歳代   4.2  17.9  57.9  13.7   3.2   3.2  28.4  31.6  28.4   7.4   1.1   3.2 95 

 50歳代   4.2  17.4  56.9  11.8   6.9   2.8  21.5  29.2  33.3   7.6   4.9   3.5 144 

 60歳代   7.2  25.2  42.3  13.5   4.5   7.2  25.2  23.4  27.0   9.0   3.6  11.7 111 

 70歳以上  14.3  32.7  36.7  10.2   0.0   6.1  26.5  34.7  22.4   4.1   2.0  10.2 49 

 無回答   0.0  14.3  57.1  14.3   0.0  14.3  14.3  28.6  14.3  14.3   0.0  28.6 7 

職 農林業  15.0  30.0  35.0   5.0   5.0  10.0  20.0  35.0  25.0   5.0   5.0  10.0 20 

業 商業  13.3  20.0  53.3  13.3   0.0   0.0  20.0  20.0  46.7   6.7   6.7   0.0 15 

別 工業  16.7  33.3  33.3  16.7   0.0   0.0  16.7  41.7  16.7   8.3   8.3   8.3 12 

 勤め（町内）   6.8  14.9  59.5  12.2   5.4   1.4  35.1  27.0  27.0   8.1   1.4   1.4 74 

 勤め（町外）   2.5  16.2  61.1  15.2   4.0   1.0  23.2  34.3  33.3   4.5   3.5   1.0 198 

 自由業   6.7  26.7  50.0   6.7   0.0  10.0  26.7  10.0  26.7  23.3   3.3  10.0 30 

 その他   6.4  22.1  52.3   9.9   2.9   6.4  29.1  27.3  27.3   5.2   1.2   9.9 172 

 無回答   5.3  26.3  36.8  10.5  15.8   5.3  15.8  36.8  15.8   5.3  10.5  15.8 19 

地 小川地区   4.3  23.8  53.7  11.7   3.5   3.0  26.8  29.9  31.6   4.8   2.6   4.3 231 

区 大河地区   9.7  16.1  54.8   7.5   6.5   5.4  19.4  28.0  32.3   8.6   5.4   6.5 93 

別 竹沢地区   5.6  22.2  44.4  20.4   1.9   5.6  25.9  33.3  24.1   3.7   3.7   9.3 54 

 八和田地区   6.4  16.8  61.6  11.2   1.6   2.4  28.8  30.4  27.2   8.0   1.6   4.0 125 

 無回答   2.7  10.8  54.1  16.2  10.8   5.4  32.4  24.3  21.6  10.8   2.7   8.1 37 
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⑥公園・緑地の整備 

                     満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     重要度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜意見等＞ 
・ 小川に引っ越してきて、不満だったのは、子どもを遊ばせる公園が近くに１つもなかったことです。結局ここ
から一番近い公園に行くには、車を使って移動しなければならなかった事です。 

・ 町の中に魅力を感じる場所がない。大きな整備された公園とか、ショッピングとか。 
・ 河川敷の所を遊歩道などにしてもらいたい。 

・ 花いっぱい運動も結構だが、254 の狭い歩道にプランターを置いて家を見かける。通行にどんなに妨害して
いるか。花を愛でる資格なし。 

・ すべてボランティアだのみで、町が主導権をとってうごいている姿がみられない 
・ 環境保全、花いっぱい運動などの効果が見られない。 
・ 子供がのびのびと遊べる公園がない。児童公園を増やして。各地に一つ。 

・ 実態把握をおろそかに、住民にまるなげの感がある行政での環境づくりが必要。 

・ 七夕の花火の寄附をもらうため甘くしていないか。陣屋の沼が菖蒲沼になったまま手入れが行き届かない。
夏になると蚊が発生する。ふだん人もいないし、災害時に集合するにしても狭すぎる小さな公園がけっこうあ
る。ひとつにまとめて、ちょっとしたジョギングでもできるような、開放感のある公園を持ちたい。たとえば、東
松山市の五領公園のような。 

・ 町の中心から離れると公園も少なく、子供を遊ばせたいのに遊具も少なくて困ってます。 

・ 花いっぱい運動のプランターが貧弱で、後に廃プラゴミ同様になっている。印刷もいらない。また、公園の遊
戯物もあまり使われること無くただあるだけの公園より何もなくても広い芝生の場所で自由にのびのび遊ぶ
ことができる公園がほしかった。 

・ 小川町ではそれぞれの地区に公園と書いてある小さな空地はありますが、小川町らしい豊かな自然、緑の
木や四季折々の花が咲く花壇のある、人々が憩いの場として子供からお年寄りまでが自然と集まってくるよ
うな公園がありません。住民参加のできる公園を計画してください. 

 公園・緑地の整備については、「満足」

が 8.7％、「やや満足」が 34.4％、「どち
らともいえない」が 34.3％、「やや不満」
が 15.0％、「不満」が 4.3％である。 
 「満足」と「やや満足」をあわせた“満

足”は 43.1％であり、「やや不満」と「不
満」をあわせた“不満”は 19.3％であ
る。“満足”とする割合が 23.8％多くな
っている。 
 
 また、重要度については、「重要」が

24.4％、「まあ重要」が 41.7％、「どち
らともいえない」が 21.5％、「あまり重
要ではない」が 5.4％、「重要ではない」
が 1.1％である。 
 「重要」と「まあ重要」をあわせた“重

要”は 66.1％であり、「あまり重要では
ない」と「重要ではない」をあわせた“重

要ではない”は 6.5％である。“重要”
とする割合が 59.6％多くなっている。 

24.4

30.5

41.7

37.4

21.5

19.6

7.6

5.4

1.6

1.1

3.3

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

重要 まあ重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答

34.4

34.5

34.3

32.1

8.7

9.4

15.0

14.9

4.3

7.3

3.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

満足 やや満足 どちらともいえない

やや不満 不満 無回答
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  満足度      重要度       

 公園・緑地 満足 やや満

足 

どちら

ともい

えない 

やや不

満 

不満 無回答 重要 まあ重

要 

どちら

ともい

えない 

あまり

重要で

はない 

重要で

はない 

無回答 回答者

総数 

回答者総数（全体）   8.7  34.4  34.3  15.0   4.3   3.3  24.4  41.7  21.5   5.4   1.1   5.9 540 

性 男   7.9  31.2  36.8  16.6   5.1   2.4  22.9  45.5  22.1   4.0   0.8   4.7 253 

別 女   9.6  37.4  32.0  13.5   3.2   4.3  26.3  37.7  21.0   6.8   1.4   6.8 281 

 無回答   0.0  33.3  33.3  16.7  16.7   0.0   0.0  66.7  16.7   0.0   0.0  16.7 6 

年 20歳代   9.5  27.0  41.9  14.9   4.1   2.7  29.7  37.8  23.0   6.8   0.0   2.7 74 

齢 30歳代   6.7  31.7  38.3  16.7   5.0   1.7  18.3  46.7  25.0   5.0   1.7   3.3 60 

別 40歳代   8.4  36.8  33.7  17.9   1.1   2.1  23.2  42.1  21.1   9.5   1.1   3.2 95 

 50歳代   6.9  36.1  33.3  16.0   5.6   2.1  22.9  41.7  25.0   4.2   1.4   4.9 144 

 60歳代   9.0  38.7  30.6  10.8   5.4   5.4  26.1  38.7  19.8   3.6   0.9  10.8 111 

 70歳以上  14.3  30.6  30.6  14.3   2.0   8.2  30.6  44.9  10.2   4.1   2.0   8.2 49 

 無回答  14.3  28.6  28.6  14.3  14.3   0.0   0.0  57.1  14.3   0.0   0.0  28.6 7 

職 農林業  25.0  30.0  35.0   5.0   0.0   5.0  20.0  45.0  25.0   0.0   0.0  10.0 20 

業 商業  13.3  33.3  33.3   6.7  13.3   0.0  33.3  46.7  13.3   0.0   6.7   0.0 15 

別 工業   8.3  25.0  41.7  25.0   0.0   0.0   8.3  25.0  41.7   8.3   0.0  16.7 12 

 勤め（町内）   6.8  36.5  36.5  13.5   5.4   1.4  35.1  33.8  20.3   8.1   1.4   1.4 74 

 勤め（町外）   5.6  33.8  37.9  15.7   6.1   1.0  22.2  43.4  26.3   5.1   0.0   3.0 198 

 自由業  10.0  43.3  23.3  13.3   3.3   6.7  23.3  36.7  26.7   6.7   0.0   6.7 30 

 その他  10.5  34.9  32.6  14.5   1.7   5.8  25.0  44.2  15.1   5.2   1.7   8.7 172 

 無回答  10.5  26.3  15.8  31.6   5.3  10.5  10.5  42.1  15.8   5.3   5.3  21.1 19 

地 小川地区   9.5  35.5  34.6  11.7   6.5   2.2  26.0  39.0  23.8   6.1   0.9   4.3 231 

区 大河地区   8.6  31.2  39.8  12.9   3.2   4.3  18.3  44.1  23.7   6.5   1.1   6.5 93 

別 竹沢地区   7.4  31.5  38.9  11.1   5.6   5.6  18.5  46.3  18.5   3.7   0.0  13.0 54 

 八和田地区   9.6  38.4  29.6  18.4   1.6   2.4  25.6  44.8  18.4   5.6   0.8   4.8 125 

 無回答   2.7  27.0  27.0  35.1   0.0   8.1  35.1  35.1  16.2   0.0   5.4   8.1 37 
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⑦道路・橋梁の整備 

                     満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     重要度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜意見等＞ 
・ 国道２５４沿いは車の往来がはげしいにもかかわらず、歩道は片側のみで狭く、利用しづらい。先日、竹沢

小学校前の歩道橋から児童が転落する事故があった。 

・ 近隣の町村と比較して道路整備が遅れている様に見られる。少なくとも県道については、全てセンターライ

ンの引ける道路にしてほしい。 

・ すれちがいの大変な道や、でこぼこな所が多く、歩道もなく、こわいなと思う所がある。 

・ 国道２５４号バイパスひばりが丘周辺の舗装状況 

・ 町が古いので道がせまいし、歩道もないし、せまい。自転車は、とても不便で危ない。 

・ 書いてあるみたいに整備されている所は少ない 

・ 生活道路の整備が不充分で、まだ舗装されず、砂利道のため、雨、雪の後に陥没や土砂が流れ危険箇所

が多く見受けられます。早急に対策を希望します。 

・ 生活道路の未舗装が多いため 

・ 生活道路と観光用道路が一緒になっている。計画的に整備する。 

・ 東武竹沢駅周辺の道路整備 

・ 国道２５４沿いは車の往来がはげしいにもかかわらず、歩道は片側のみで狭く、利用しづらい。先日、竹沢

小学校前の歩道橋から児童が転落する事故があった。 

 道路・橋梁の整備については、「満足」

が 5.4％、「やや満足」が 28.3％、「どち
らともいえない」が 33.7％、「やや不満」
が 18.0％、「不満」が 10.4％である。 
 「満足」と「やや満足」をあわせた“満

足”は 33.7％であり、「やや不満」と「不
満」をあわせた“不満”は 28.4％であ
る。“満足”とする割合が 5.3％多くな
っている。 
 
 また、重要度については、「重要」が

40.0％、「まあ重要」が 36.1％、「どち
らともいえない」が 13.9％、「あまり重
要ではない」が 3.7％、「重要ではない」
が 0.6％である。 
 「重要」と「まあ重要」をあわせた“重

要”は 76.1％であり、「あまり重要では
ない」と「重要ではない」をあわせた“重

要ではない”は 4.3％である。“重要”
とする割合が 71.8％多くなっている。 
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16年度調査

14年度調査

重要 まあ重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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16年度調査

14年度調査

満足 やや満足 どちらともいえない

やや不満 不満 無回答
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  満足度      重要度       

 道路 満足 やや満

足 

どちら

ともい

えない 

やや不

満 

不満 無回答 重要 まあ重

要 

どちら

ともい

えない 

あまり

重要で

はない 

重要で

はない 

無回答 回答者

総数 

回答者総数（全体）   5.4  28.3  33.7  18.0  10.4   4.3  40.0  36.1  13.9   3.7   0.6   5.7 540 

性 男   4.7  30.8  31.6  19.4  10.3   3.2  41.5  37.9  12.6   4.7   0.0   3.2 253 

別 女   6.0  26.3  36.3  16.4   9.6   5.3  38.4  34.5  15.3   2.8   1.1   7.8 281 

 無回答   0.0  16.7   0.0  33.3  50.0   0.0  50.0  33.3   0.0   0.0   0.0  16.7 6 

年 20歳代   5.4  27.0  39.2  18.9   8.1   1.4  37.8  44.6  12.2   2.7   1.4   1.4 74 

齢 30歳代   6.7  25.0  46.7  10.0  10.0   1.7  38.3  40.0  16.7   1.7   3.3   0.0 60 

別 40歳代   6.3  27.4  31.6  18.9  14.7   1.1  43.2  40.0  10.5   5.3   0.0   1.1 95 

 50歳代   3.5  25.0  38.2  18.8   9.7   4.9  37.5  34.0  18.8   2.8   0.0   6.9 144 

 60歳代   6.3  31.5  27.9  16.2  10.8   7.2  42.3  30.6  12.6   4.5   0.0   9.9 111 

 70歳以上   6.1  40.8  18.4  24.5   2.0   8.2  40.8  30.6  10.2   6.1   0.0  12.2 49 

 無回答   0.0  14.3   0.0  28.6  42.9  14.3  42.9  28.6   0.0   0.0   0.0  28.6 7 

職 農林業   5.0  40.0  30.0  15.0   0.0  10.0  45.0  20.0  25.0   5.0   0.0   5.0 20 

業 商業   6.7  13.3  40.0  20.0  20.0   0.0  40.0  33.3  20.0   6.7   0.0   0.0 15 

別 工業   8.3  25.0  16.7  50.0   0.0   0.0  50.0  25.0   8.3   0.0   0.0  16.7 12 

 勤め（町内）   1.4  33.8  40.5  12.2   8.1   4.1  32.4  39.2  17.6   4.1   1.4   5.4 74 

 勤め（町外）   5.6  25.3  36.4  18.2  12.6   2.0  41.9  39.4  14.1   2.5   0.5   1.5 198 

 自由業   3.3  26.7  30.0  13.3  13.3  13.3  36.7  33.3  13.3   3.3   0.0  13.3 30 

 その他   7.0  29.7  32.6  18.0   8.1   4.7  40.1  34.9  11.6   5.2   0.0   8.1 172 

 無回答   5.3  31.6   5.3  26.3  21.1  10.5  42.1  31.6   5.3   0.0   5.3  15.8 19 

地 小川地区   6.9  31.2  32.9  16.0   9.5   3.5  40.3  39.0  11.3   3.5   0.4   5.6 231 

区 大河地区   4.3  20.4  34.4  19.4  16.1   5.4  31.2  36.6  18.3   7.5   0.0   6.5 93 

別 竹沢地区   3.7  31.5  27.8  16.7  16.7   3.7  55.6  18.5  18.5   1.9   0.0   5.6 54 

 八和田地区   5.6  29.6  37.6  18.4   5.6   3.2  37.6  41.6  12.8   3.2   0.0   4.8 125 

 無回答   0.0  21.6  32.4  27.0   8.1  10.8  45.9  24.3  16.2   0.0   5.4   8.1 37 
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⑧交通機能の整備 

                     満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     重要度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜意見等＞ 
・ 駅前広場に送迎の乗用車が、いろいろな方向から入ってくるので危険。歩行者が歩くべき道が特に決まって
いない。 

・ 北口自由通路について、三星社商店から線路をくぐって保健センターに行くのに小川高校生が危険。車もす
れ違いができず困っています。早期の実現を望みます。東上線の複線化、新駅設置は、10 年近く叫ばれて
いるが、実現の可能性に疑問を持ちます。路線バスの充実出来ればパークヒル行きのバスを嵐山駅辺りに
延長していただければ、特に高齢者からの夢。 

・ 東武東上線の複線化はいつ実現するのか、具体性がない。 

・ 駅の北口を設置してほしい. 
・ 東武東上線に東小川駅をつくって欲しい。 
・ 東武東上線の複線化の遅れのため若者達又は働き盛りの人の小川町離れが進んでいるように思われま
す。 

・ 東武東上線の複線及び新駅設置１００％不可能に近いゆえに現状の要請活動では全く不十分である。 

・ 東上線の本数を増やしてほしい。駅の反対には入口ができない。 

・ 進捗状況のアナウンスが無いので分からない。（北口自由通路、駅前広場の整備、複線化。） 

・ 東武東上線の複線化促進に取組んでほしい。 

・ とにかく１時間にでる電車の本数が少なすぎる。それと、小川から池袋まで朝の通勤時間、1時間以内で着く
ようにしてほしい。なにしろ交通の便が悪かったり女性専用車輌など、もっと画期的な事をしていかないと若
い人達は都会の方へ出ていってしまうと思います。 

・ 現状、東京方面に行く場合、一度小川町駅迄バスで行き、そこから東京方面への電車に乗るわけだから、
それなら東小川に新駅を作るか、嵐山駅行きのバスの整備を考えてほしい。 

 

 交通機能の整備については、「満足」

が 5.9％、「やや満足」が 12.8％、「どち
らともいえない」が 24.4％、「やや不満」
が 27.8％、「不満」が 25.9％である。 
 「満足」と「やや満足」をあわせた“満

足”は 18.7％であり、「やや不満」と「不
満」をあわせた“不満”は 53.7％であ
る。“不満”とする割合が 35.0％多くな
っている。 
 
 また、重要度については、「重要」が

57.8％、「まあ重要」が 23.3％、「どち
らともいえない」が 10.4％、「あまり重
要ではない」が 3.0％、「重要ではない」
が 0.7％である。 
 「重要」と「まあ重要」をあわせた“重

要”は 81.1％であり、「あまり重要では
ない」と「重要ではない」をあわせた“重

要ではない”は 3.7％である。“重要”
とする割合が 77.4％多くなっている。 
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16年度調査

14年度調査

重要 まあ重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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14年度調査

満足 やや満足 どちらともいえない

やや不満 不満 無回答
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  満足度      重要度       

 交通 満足 やや満

足 

どちら

ともい

えない 

やや不

満 

不満 無回答 重要 まあ重

要 

どちら

ともい

えない 

あまり

重要で

はない 

重要で

はない 

無回答 回答者

総数 

回答者総数（全体）   5.9  12.8  24.4  27.8  25.9   3.1  57.8  23.3  10.4   3.0   0.7   4.8 540 

性 男   4.3  14.2  21.3  29.6  28.5   2.0  58.9  24.1   8.7   4.3   0.8   3.2 253 

別 女   7.5  11.7  27.8  26.0  22.8   4.3  56.6  23.1  12.1   1.4   0.7   6.0 281 

 無回答   0.0   0.0   0.0  33.3  66.7   0.0  66.7   0.0   0.0  16.7   0.0  16.7 6 

年 20歳代   4.1   8.1  23.0  33.8  29.7   1.4  60.8  25.7  10.8   1.4   0.0   1.4 74 

齢 30歳代   1.7  16.7  28.3  23.3  26.7   3.3  48.3  28.3  15.0   3.3   3.3   1.7 60 

別 40歳代   6.3  11.6  20.0  32.6  27.4   2.1  62.1  24.2   9.5   1.1   0.0   3.2 95 

 50歳代   3.5  10.4  29.2  28.5  26.4   2.1  58.3  24.3   9.0   4.2   0.7   3.5 144 

 60歳代  11.7  14.4  22.5  24.3  21.6   5.4  55.9  21.6  11.7   1.8   0.0   9.0 111 

 70歳以上   8.2  20.4  24.5  20.4  20.4   6.1  59.2  16.3   8.2   6.1   2.0   8.2 49 

 無回答   0.0  14.3   0.0  28.6  57.1   0.0  57.1   0.0   0.0  14.3   0.0  28.6 7 

職 農林業  20.0  15.0  20.0  25.0  10.0  10.0  55.0  20.0  15.0   0.0   0.0  10.0 20 

業 商業  13.3  20.0  33.3  20.0  13.3   0.0  40.0  26.7  33.3   0.0   0.0   0.0 15 

別 工業   0.0   8.3  25.0  41.7  25.0   0.0  33.3  33.3  25.0   0.0   0.0   8.3 12 

 勤め（町内）   1.4  12.2  33.8  24.3  27.0   1.4  55.4  32.4  10.8   0.0   0.0   1.4 74 

 勤め（町外）   4.0  11.1  21.7  31.8  30.3   1.0  62.1  23.7   9.1   3.0   0.5   1.5 198 

 自由業  10.0  16.7  30.0  10.0  26.7   6.7  46.7  30.0  10.0   6.7   0.0   6.7 30 

 その他   7.0  14.0  23.3  27.9  23.3   4.7  60.5  18.0   8.7   4.1   1.2   7.6 172 

 無回答  10.5  10.5  15.8  26.3  26.3  10.5  47.4  15.8   5.3   5.3   5.3  21.1 19 

地 小川地区   7.8  11.3  24.7  31.2  22.9   2.2  59.7  22.5  11.7   1.7   0.4   3.9 231 

区 大河地区   4.3  16.1  29.0  25.8  20.4   4.3  43.0  30.1  15.1   6.5   0.0   5.4 93 

別 竹沢地区   7.4  14.8  27.8  25.9  18.5   5.6  61.1  18.5   9.3   0.0   1.9   9.3 54 

 八和田地区   4.8   9.6  22.4  24.8  36.8   1.6  62.4  23.2   6.4   4.0   0.8   3.2 125 

 無回答   0.0  21.6  13.5  24.3  32.4   8.1  62.2  18.9   5.4   2.7   2.7   8.1 37 
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⑨河川・ため池の整備 

                     満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     重要度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜意見等＞ 
・ 河川が汚れている。（町が埋めたてしたあとから。） 

・ 河川は、大雨の時に危険である 

・ 景観の良いにもかかわらず、ゴミが散乱し、汚泥がたまっていて水質も悪い。河川の浄化に傾注すべき。 

・ 上流での植林の問題等も有ると思いますが、小京都としては川は不可欠の顔の一つ、見るたびに水量も少

なくごみだらけ、悲しい。 

・ 住民参加はしたくない。町がすればいい。 

・ 下水道の整備を進めているものの、兜川のあいかわらずの汚れ町のイメージを悪くしている。緑と水の町の

イメージを大切に早急な対応が必要。 

・ 実態把握をおろそかに、住民にまるなげの感がある行政での環境づくりが必要。 

・ ブラックバスがため池に多すぎる。ブラックバス専用、コイ、フナ、ザリガニ専用とか分けて、水利組合と相談

して管理したらどうか。それぞれにファンがいる。山の中の用水沼はけっこう素朴で、景観がいい。一種の観

光資源である。 

 

 河川・ため池の整備については、「満

足」が 6.7％、「やや満足」が 24.8％、
「どちらともいえない」が 44.1％、「や
や不満」が 14.8％、「不満」が 6.3％で
ある。 
 「満足」と「やや満足」をあわせた“満

足”は 31.5％であり、「やや不満」と「不
満」をあわせた“不満”は 21.1％であ
る。“満足”とする割合が 10.4％多くな
っている。 
 
 また、重要度については、「重要」が

33.9％、「まあ重要」が 33.0％、「どち
らともいえない」が 25.0％、「あまり重
要ではない」が 2.0％、「重要ではない」
が 0.6％である。 
 「重要」と「まあ重要」をあわせた“重

要”は 66.9％であり、「あまり重要では
ない」と「重要ではない」をあわせた“重

要ではない”は 2.6％である。“重要”
とする割合が 64.3％多くなっている。 

33.9

34.5

33.0

37.0

25.0

20.9

3.6

2.0

0.4

0.6

3.6

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

重要 まあ重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答

24.8

26.7

44.1

43.9

6.7

7.1

14.8

13.6

6.3

6.7

3.3

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

満足 やや満足 どちらともいえない

やや不満 不満 無回答
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  満足度      重要度       

 河川・ため池 満足 やや満

足 

どちら

ともい

えない 

やや不

満 

不満 無回答 重要 まあ重

要 

どちら

ともい

えない 

あまり

重要で

はない 

重要で

はない 

無回答 回答者

総数 

回答者総数（全体）   6.7  24.8  44.1  14.8   6.3   3.3  33.9  33.0  25.0   2.0   0.6   5.6 540 

性 男   5.1  27.7  42.3  16.2   7.1   1.6  35.2  35.2  23.7   2.0   0.4   3.6 253 

別 女   8.2  21.7  46.6  13.2   5.3   5.0  32.4  31.7  26.0   2.1   0.7   7.1 281 

 無回答   0.0  50.0   0.0  33.3  16.7   0.0  50.0   0.0  33.3   0.0   0.0  16.7 6 

年 20歳代   0.0  16.2  56.8  20.3   5.4   1.4  27.0  32.4  37.8   1.4   0.0   1.4 74 

齢 30歳代   5.0  21.7  51.7  13.3   6.7   1.7  30.0  38.3  25.0   3.3   1.7   1.7 60 

別 40歳代   5.3  22.1  49.5  13.7   7.4   2.1  31.6  32.6  30.5   2.1   0.0   3.2 95 

 50歳代   6.9  25.7  44.4  13.9   6.9   2.1  29.2  35.4  26.4   2.8   1.4   4.9 144 

 60歳代   9.0  29.7  36.9  13.5   5.4   5.4  45.0  31.5  13.5   0.9   0.0   9.0 111 

 70歳以上  16.3  30.6  26.5  14.3   4.1   8.2  40.8  28.6  16.3   2.0   0.0  12.2 49 

 無回答   0.0  42.9   0.0  28.6  14.3  14.3  42.9   0.0  28.6   0.0   0.0  28.6 7 

職 農林業  10.0  40.0  30.0  10.0   5.0   5.0  50.0  35.0  10.0   0.0   0.0   5.0 20 

業 商業  13.3  33.3  40.0   6.7   6.7   0.0  40.0  40.0  20.0   0.0   0.0   0.0 15 

別 工業   8.3  16.7  66.7   8.3   0.0   0.0  16.7  25.0  50.0   0.0   0.0   8.3 12 

 勤め（町内）   2.7  25.7  51.4  14.9   4.1   1.4  33.8  33.8  27.0   2.7   1.4   1.4 74 

 勤め（町外）   4.0  22.7  48.0  16.2   7.6   1.5  30.3  31.3  32.3   2.5   0.5   3.0 198 

 自由業   3.3  36.7  43.3  10.0   0.0   6.7  23.3  46.7  16.7   6.7   0.0   6.7 30 

 その他  11.0  21.5  38.4  16.3   7.6   5.2  39.5  33.7  16.9   1.2   0.0   8.7 172 

 無回答   5.3  36.8  31.6  10.5   5.3  10.5  26.3  15.8  31.6   0.0   5.3  21.1 19 

地 小川地区   7.4  28.1  38.1  17.7   6.1   2.6  37.7  32.9  22.5   1.7   0.4   4.8 231 

区 大河地区   7.5  22.6  43.0  14.0   8.6   4.3  28.0  44.1  20.4   2.2   0.0   5.4 93 

別 竹沢地区   5.6  27.8  48.1   9.3   5.6   3.7  35.2  27.8  27.8   0.0   0.0   9.3 54 

 八和田地区   7.2  20.0  55.2  12.0   3.2   2.4  29.6  29.6  32.8   3.2   0.0   4.8 125 

 無回答   0.0  21.6  40.5  16.2  13.5   8.1  37.8  24.3  21.6   2.7   5.4   8.1 37 
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（２）きれいな環境と安全が守られたまち 

①環境保全 

                     満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     重要度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜意見等＞ 
・ 生活排水の河川への流入問題。河川近くの廃車、資材置場（捨場）対策。山林への産業廃棄物の不法投棄

（林道造成業者）対策。 

 
 

 環境保全については、「満足」が5.6％、
「やや満足」が 23.0％、「どちらともい
えない」が 57.6％、「やや不満」が 7.4 
％、「不満」が 2.2％である。 
 「満足」と「やや満足」をあわせた“満

足”は 28.6％であり、「やや不満」と「不
満」をあわせた“不満”は 9.6％である。
“満足”とする割合が 19.0％多くなっ
ている。 
 
 また、重要度については、「重要」が

23.5％、「まあ重要」が 38.1％、「どち
らともいえない」が 29.8％、「あまり重
要ではない」が 2.8％、「重要ではない」
が 0.4％である。 
 「重要」と「まあ重要」をあわせた“重

要”は 61.6％であり、「あまり重要では
ない」と「重要ではない」をあわせた“重

要ではない”は 3.2％である。“重要”
とする割合が 58.4％多くなっている。 

23.5

28.3

38.1

36.1

29.8

27.2

3.8

2.8

0.9

0.4

3.8

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

重要 まあ重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答

23.0

23.4

57.6

55.5

5.6

4.2

7.4

10.9

2.2

3.8

4.3

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

満足 やや満足 どちらともいえない

やや不満 不満 無回答
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  満足度      重要度       

 環境保全 満足 やや満

足 

どちら

ともい

えない 

やや不

満 

不満 無回答 重要 まあ重

要 

どちら

ともい

えない 

あまり

重要で

はない 

重要で

はない 

無回答 回答者

総数 

回答者総数（全体）   5.6  23.0  57.6   7.4   2.2   4.3  23.5  38.1  29.8   2.8   0.4   5.4 540 

性 男   6.3  21.7  59.7   7.5   2.4   2.4  23.7  44.3  27.3   1.2   0.8   2.8 253 

別 女   5.0  24.6  54.8   7.5   2.1   6.0  23.5  32.4  32.4   4.3   0.0   7.5 281 

 無回答   0.0   0.0 100.0   0.0   0.0   0.0  16.7  50.0  16.7   0.0   0.0  16.7 6 

年 20歳代   2.7  20.3  63.5  10.8   1.4   1.4  20.3  44.6  29.7   4.1   0.0   1.4 74 

齢 30歳代   1.7  18.3  70.0   6.7   1.7   1.7  18.3  41.7  35.0   3.3   0.0   1.7 60 

別 40歳代   5.3  17.9  61.1   6.3   4.2   5.3  18.9  40.0  29.5   5.3   1.1   5.3 95 

 50歳代   4.9  23.6  56.9   9.7   2.8   2.1  23.6  37.5  34.0   2.1   0.7   2.1 144 

 60歳代   9.9  22.5  53.2   6.3   1.8   6.3  27.9  35.1  27.0   1.8   0.0   8.1 111 

 70歳以上   8.2  44.9  34.7   2.0   0.0  10.2  34.7  28.6  20.4   0.0   0.0  16.3 49 

 無回答   0.0   0.0  85.7   0.0   0.0  14.3  14.3  42.9  14.3   0.0   0.0  28.6 7 

職 農林業  10.0  25.0  60.0   0.0   0.0   5.0  40.0  25.0  25.0   0.0   0.0  10.0 20 

業 商業  20.0  20.0  60.0   0.0   0.0   0.0  33.3  20.0  46.7   0.0   0.0   0.0 15 

別 工業   0.0  25.0  75.0   0.0   0.0   0.0  16.7  33.3  41.7   8.3   0.0   0.0 12 

 勤め（町内）   1.4  18.9  63.5  10.8   2.7   2.7  23.0  36.5  31.1   4.1   2.7   2.7 74 

 勤め（町外）   4.0  19.2  61.1  10.6   3.5   1.5  18.7  42.4  33.3   3.0   0.0   2.5 198 

 自由業  16.7  30.0  36.7   3.3   0.0  13.3  26.7  26.7  36.7   3.3   0.0   6.7 30 

 その他   5.8  29.1  52.3   5.2   1.2   6.4  26.7  40.7  21.5   2.3   0.0   8.7 172 

 無回答   5.3  10.5  63.2   5.3   5.3  10.5  21.1  26.3  36.8   0.0   0.0  15.8 19 

地 小川地区   5.6  25.1  54.5   8.7   2.2   3.9  23.4  38.5  30.3   2.6   0.4   4.8 231 

区 大河地区   7.5  22.6  58.1   4.3   2.2   5.4  23.7  40.9  30.1   0.0   0.0   5.4 93 

別 竹沢地区   3.7  14.8  70.4   5.6   1.9   3.7  27.8  33.3  25.9   5.6   0.0   7.4 54 

 八和田地区   4.8  24.0  58.4   8.8   0.0   4.0  18.4  39.2  32.8   4.0   0.8   4.8 125 

 無回答   5.4  18.9  54.1   5.4  10.8   5.4  35.1  32.4  21.6   2.7   0.0   8.1 37 
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②上水道の整備 

                     満足度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     重要度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜意見等＞ 
・ 水圧がいつも一定じゃなく、ウォッシュレットが使えない時がある。不便です。 

・ 中心は、いいが、町のはずれまでいきとどいていない。 

・ 安全な上水道の確保を。 

 
 

 上水道の整備については、「満足」が

18.3％、「やや満足」が 40.2％、「どち
らともいえない」が 27.4％、「やや不満」
が 8.9％、「不満」が 2.2％である。 
 「満足」と「やや満足」をあわせた“満

足”は 58.5％であり、「やや不満」と「不
満」をあわせた“不満”は 11.1％であ
る。“満足”とする割合が 47.4％多くな
っている。 
 
 また、重要度については、「重要」が

55.9％、「まあ重要」が 28.5％、「どち
らともいえない」が 10.9％、「あまり重
要ではない」が 0.4％、「重要ではない」
が 0.2％である。 
 「重要」と「まあ重要」をあわせた“重

要”は 84.4％であり、「あまり重要では
ない」と「重要ではない」をあわせた“重

要ではない”は 0.6％である。“重要”
とする割合が 83.8％多くなっている。 
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10.9

8.7

0.2

0.4

0.2

0.2

2.9

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

重要 まあ重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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8.9

8.0
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3.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16年度調査

14年度調査

満足 やや満足 どちらともいえない

やや不満 不満 無回答
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  満足度      重要度       

 上水道 満足 やや満

足 

どちら

ともい

えない 

やや不

満 

不満 無回答 重要 まあ重

要 

どちら

ともい

えない 

あまり

重要で

はない 

重要で

はない 

無回答 回答者

総数 

回答者総数（全体）  18.3  40.2  27.4   8.9   2.2   3.0  55.9  28.5  10.9   0.4   0.2   4.1 540 

性 男  20.9  37.5  29.6   8.7   2.0   1.2  56.1  30.8  10.3   0.4   0.4   2.0 253 

別 女  16.4  42.3  25.3   8.9   2.5   4.6  55.9  26.3  11.7   0.4   0.0   5.7 281 

 無回答   0.0  50.0  33.3  16.7   0.0   0.0  50.0  33.3   0.0   0.0   0.0  16.7 6 

年 20歳代  12.2  33.8  40.5   6.8   4.1   2.7  41.9  36.5  18.9   0.0   0.0   2.7 74 

齢 30歳代  11.7  35.0  43.3   6.7   1.7   1.7  43.3  41.7  11.7   0.0   1.7   1.7 60 

別 40歳代   9.5  41.1  31.6  11.6   3.2   3.2  50.5  35.8  10.5   1.1   0.0   2.1 95 

 50歳代  13.9  45.1  26.4  11.1   2.1   1.4  64.6  20.8  11.8   0.0   0.0   2.8 144 

 60歳代  28.8  40.5  17.1   7.2   1.8   4.5  64.9  22.5   7.2   0.0   0.0   5.4 111 

 70歳以上  44.9  36.7   6.1   6.1   0.0   6.1  59.2  22.4   6.1   2.0   0.0  10.2 49 

 無回答   0.0  57.1  28.6  14.3   0.0   0.0  42.9  28.6   0.0   0.0   0.0  28.6 7 

職 農林業  35.0  40.0  20.0   0.0   0.0   5.0  55.0  35.0   5.0   0.0   0.0   5.0 20 

業 商業  20.0  33.3  33.3  13.3   0.0   0.0  60.0  20.0  20.0   0.0   0.0   0.0 15 

別 工業  33.3  33.3  25.0   8.3   0.0   0.0  66.7  25.0   8.3   0.0   0.0   0.0 12 

 勤め（町内）  14.9  44.6  29.7   8.1   1.4   1.4  63.5  23.0  12.2   0.0   0.0   1.4 74 

 勤め（町外）  12.6  38.9  33.8  10.6   3.0   1.0  51.0  33.8  13.1   0.5   0.5   1.0 198 

 自由業  30.0  36.7  16.7   6.7   0.0  10.0  43.3  33.3  16.7   0.0   0.0   6.7 30 

 その他  20.9  39.5  23.3   8.7   2.9   4.7  59.3  24.4   8.1   0.6   0.0   7.6 172 

 無回答  21.1  57.9  10.5   5.3   0.0   5.3  57.9  26.3   0.0   0.0   0.0  15.8 19 

地 小川地区  19.9  42.0  25.5   7.4   2.2   3.0  55.0  28.6  12.6   0.0   0.0   3.9 231 

区 大河地区  15.1  36.6  32.3  11.8   0.0   4.3  55.9  25.8  10.8   1.1   0.0   6.5 93 

別 竹沢地区  20.4  31.5  29.6  11.1   3.7   3.7  59.3  25.9   9.3   0.0   0.0   5.6 54 

 八和田地区  19.2  44.0  24.0   9.6   1.6   1.6  56.8  32.8   8.0   0.8   0.8   0.8 125 

 無回答  10.8  37.8  35.1   5.4   8.1   2.7  54.1  24.3  13.5   0.0   0.0   8.1 37 

 




